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段
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
用
状
況
―
等
々
、

地
域
に
関
す
る
多
岐
に
渡
る
内
容

を
想
定
し
て
い
ま
す(

質
問
項
目

は
、
役
場
職
員
有
志
等
で
構
成
す

る『
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
』
づ
く
り
委
員

会
で
検
討
・
決
定
す
る
予
定
で
す)

。

　
本
事
業
は
将
来
的
に
は
町
内
全

地
域
で
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
自
治
会
の

中
か
ら
2
か
所
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
実
証
実
験
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
々

は
地
元
の
自
治
会
長
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
必
要
で
あ
れ
ば
協
議
会

職
員
が
詳
し
い
事
業
概
要
説
明
に

参
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
要

望
く
だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

後
は
回
答
の
集
計
・
分
析
後
、
該

当
自
治
会
で
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
段
階
と
し
て
は
、
町
内
10

カ
所
の
地
区
公
民
館
か
ら
2
か
所

に
立
候
補
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

広
域
な
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
事
業
概
要
説

明
や
集
計
の
分
析
結
果
報
告
会
も

同
様
に
行
い
ま
す
。

　
「
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」は
全
国

各
地
で
取
り
組
み
例
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
が
90
％

を
超
え
た
地
域(

静
岡
市
清
沢
地

区)

も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
持
続
的

な
地
域
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
の

た
め
に
は
、「
将
来
の
地
域
の
理

想
の
姿
」
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

し
、
そ
こ
に
近
づ
く
た
め
に
現
状

を
把
握
し
た
上
で
、「
理
想
と
現

状
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
ど
う
埋
め
る

か
、
地
域
住
民
の
中
で
話
し
合
い
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
ど
う
し
て

も
必
要
に
な
り
ま
す
。「
全
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」事
業
は
、
合
理
的・

客
観
的
な
現
状
把
握
に
大
変
有
効

で
す
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
自
治
会
・
地

区
公
民
館
の
代
表
者
の
方
々
に
は
、

新
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
先
進
地
の
視
察
を
ご
提
案
予
定

で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
自
治
会
で

も
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
せ
ん

か
。
自
治
会
の
皆
様
か
ら
の
参
加

表
明
・
事
業
概
要
説
明
の
ご
依
頼
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

錦
江
町
ま
ち
・
ひ
と
・『
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
』
創
生
協
議
会
／
担
当
：
柴

山(

０
９
９
４
‐
25
‐
１
０
０
１)

(

注
：
本
事
業
は
4
月
10
日
の
自

治
会
長
会
で
ご
紹
介
し
、
5
月
2

日
を
締
切
と
し
て
募
集
し
て
い
ま

す
。
町
広
報
誌
が
配
布
さ
れ
る
時

点
で
二
つ
の
自
治
会
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
参
加
希
望
が
出
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す)

　

錦
江
町
と
フ
ラ
ン
ス
・
ト
ゥ
ー

ル
ー
ズ
国
立
理
工
科
大
学(

以
下
、

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
Ｉ
Ｎ
Ｐ)

は
こ
の

ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
学
生
を
錦

江
町
に
受
け
入
れ
る
連
携
協
定
を

締
結
し
、
初
代
イ
ン
タ
ー
ン
生
と

し
て
農
業
系
大
学
院
生
1
名
が
6

月
上
旬
～
9
月
上
旬
の
間
、
町
内

に
滞
在
し
ま
す
。
活
動
期
間
中
は

錦
江
町
役
場
観
光
交
流
課
に
在
籍

し
、
多
様
な
業
務
に
従
事
し
て
も

ら
う
予
定
で
す
。

　
錦
江
町
総
合
戦
略(
第
1
次
改
訂

版)

で
は
、基
本
戦
略
2「『
し
ご
と
』

づ
く
り
」
の
中
で
、「
フ
ラ
ン
ス
型

（
大
規
模
集
約
型
）と
オ
ラ
ン
ダ
型

(

先
端
技
術
型)

農
業
適
合
性
研
究
」

を
検
討
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
機

関
と
の
連
携
は
、
こ
れ
を
具
体
的

に
検
討
す
る
第
一
歩
で
す
。

　
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
は
6
つ

の
高
等
教
育
機
関
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
の
1
つ
、
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｔ(

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
国
立
高
等

農
学
校)

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の

農
業
国
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も

有
数
の
農
業
系
教
育
・
研
究
機
関

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｔ

と
し
て
は
近
年
ア
ジ
ア
地
域
に
お

け
る
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中
で

も
日
本
は
最
重
要
国
の
1
つ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｔ
の
学
生
は
3
年
間
の
履
修
期
間

の
中
で
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
で
12

週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
行
う
こ
と

が
卒
業
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
錦
江
町
側
と
し
て
も
、
農
業
分

野
の
知
見
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
学

生
を
一
定
期
間
受
け
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
町
内
農
業
・
農
産
品
に

関
す
る
外
国
人
専
門
家
か
ら
見
た

評
価
が
得
ら
れ
た
り
、
日
本
人
に

は
な
い
視
点
で
町
内
の
観
光
・
自

然
・
環
境
分
野
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
評
価
・
分
析
し
て
も
ら
っ
た
り

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
産
品
の
海
外
輸
出
、

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
を
視
野
に

入
れ
た
提
言
等
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
来
町
予
定
の
学
生
は
、
エ
レ
オ

ノ
ー
ル
・
ド
レ 

カ
ノ
ヴ
ァ
ス
さ

ん
。
24
時
間
耐
久
レ
ー
ス
で
有
名

な
ル
マ
ン
出
身
の
21
歳
、
複
数
の

外
国
語
を
話
す
才
媛
で
、
乗
馬
歴

14
年
の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン
だ
そ

う
で
す
。
日
本
の
こ
と
が
大
好
き

で
、
錦
江
町
で
の
滞
在
を
心
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
上
旬
に
来
町
後
、
錦
江
町

役
場
観
光
交
流
課
に
配
属
に
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
の
本
来
業
務

に
加
え
、
町
内
の
観
光
関
連
イ
ベ

ン
ト
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。
日
本
語
も
あ
る
程
度
理

解
で
き
る
ら
し
い
の
で
、
町
内
で

見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
た
だ
い
ま
エ
レ
オ
ノ
ー

ル
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
探

し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
可
能
な

ご
家
庭
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

錦
江
町
ま
ち
・
ひ
と
・『
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
』
創
生
協
議
会
／
担
当
：
柴

山(

０
９
９
４
‐
25
‐
１
０
０
１)

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
院
生
を

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ン
で
受
け
入
れ
ま
す
！

ひ と
づくり

KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS  2018. 517


